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内
で
演
ず
る
）。
北
秋
田
市
民
俗
芸
能

大
会
、
秋
田
県
民
俗
芸
能
大
会
に
出
演
、

市
内
地
域
行
事
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
阿

仁
中
祭
で
の

郷
土
芸
能
発

表
に
協
賛
。

▽
平
成
７
年

３
月
６
日
指

定
文
化
財

▽
資
料
／
北

秋
田
市
教
育

委
員
会
作
成

資
料
、「
広
辞
苑
」、
保
存
会
聞
き
取
り

ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

○
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

　
芸
能
を
一
同
に
集
め
て
市
民
に
公
開

す
る
こ
と
で
、
民
俗
芸
能
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
振
興
及
び
保
存
と
伝
承

に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
北
秋
田
市
の
伝
統
芸
能

　
市
内
で
最
も
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
る

芸
能
は
、
獅
子
踊
り
、
駒
踊
り
、
奴
踊

り
で
す
。
由
来
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
て
、

佐
竹
侯
が
常
陸
か
ら
秋
田
へ
国
替
え
さ

れ
た
と
き
、
家
臣
が
君
主
を
慰
め
る
た

め
に
考
案
さ
れ
た
道
中
芸
が
ル
ー
ツ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

学びの広場

放て！言の葉　響け！魂放て！言の葉　響け！魂

　「高校生書道パフォーマンス＆現代詩のつどい」
が２月８日に交流センターで開かれ、見物人は高校
生による迫力のある書道パフォーマンスや、詩の朗
読を通して言葉の世界を楽しみました。
　秋田北鷹高校、大館鳳鳴高校、能代松陽高校３校
書道部によるパフォーマンスでは、音楽に合わせて、
縦４～５ｍ、横５～７ｍの大きな紙にエネルギッ
シュに筆を走らせ、見物人から盛んな拍手が送られ
ました。また、詩の朗読では、合川北小学校６年生、
鷹巣朗読ボランティアやまびこ、秋田県現代詩人協 　▲大きな拍手が送られた書道パフォーマンス

会員らが、情感豊かに詩を朗読し、今年開催される
国民文化祭の気運を高めました。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

72

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　（
民
俗
芸
能
）

○「
荒
瀬
獅
子
踊
り
」

　
◇
所
在
地　
北
秋
田
市
阿
仁
荒
瀬　

　
◇
管
理
者　
荒
瀬
獅
子
踊
り
保
存
会

〈
内
容
〉

　
大
名
行
列
を
模
し
た
も
の
に
獅
子
舞

を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
女
獅
子
を

め
ぐ
っ
て
二
頭
の
雄
獅
子
が
争
う
姿
を

演
じ
ま
す
が
、
獅
子
踊
り
の
ほ
か
に
、

ぶ
っ
こ
み
、
棒
、
駒
、
道
化
万
歳
が
つ

い
て
い
ま
す
。

〈
起
源
〉

　
秋
田
佐
竹
の
殿
様
の
参
勤
交
代
の
道

中
に
踊
る
と
と
も
に
、
先
祖
の
霊
を
慰

め
る
た
め
に
踊
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。（
火
災
の
た
め
資
料
を
消
失
）

　
天
保
大
飢
饉
以
降
は
一
時
中
断
し
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
25
年
（
１
８
９
２

年
）
頃
に
再
興
し
、
保
存
会
が
結
成
さ

れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〈
構
成
〉

　
道
護
（
サ
シ
モ
）
は
大
名
行
列
を
模

し
た
も
の
で
、
行
列
で
行
進
し
な
が
ら

踊
り
ま
す
。「
ぶ
っ
こ
み
（
大
名
行
列
）、

獅
子
踊
り
、
棒
術
、
道
化
万
歳
」
の
順

で
演
じ
て
い
ま
す
。

◇
毎
年
８
月
13
日
公
開
（
墓
地
、
集
落

小正月行事が15年ぶりに復活小正月行事が15年ぶりに復活

　葛黒集落の小正月行事「葛黒火まつりかまくら」
が２月 16 日に行われ、市内外から 500人以上の見
物人が訪れました。
　この行事は、稲わらや豆殻をくくり付けた御神木
に火を点けて燃え上がらせ、「ウワー、かまくらの権
五郎」と叫び無病息災や五穀豊穣、無火災を祈願す
るものです。平成10年に途絶えていましたが、文
化財などを活かして地域活性化に取り組んでいる
「おさるべ元気くらぶ」の協力を得て復活しました。
　当日は、地元の鷹巣南小学校の全校児童、鷹巣南 　▲無病息災や五穀豊穣、無火災を祈願

中学校の生徒、ボランティアなども協力し、15年
ぶりの行事に盛り上がりました。

○
ち
り
め
ん
で
作
る
干
支
の
馬

期
日　
３
月
９
日（
日
）、
16
日(

日)

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　
綴
子
公
民
館

講
師　
菊
池
洋
子 

氏

材
料
代　

１
０
０
０
円

定
員　
15
人

持
ち
物　
裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

○
綴
子
の
歴
史
を
語
る
会

期
日　
３
月
９
日（
日
）

時
間　
13
時
30
分
〜
16
時

会
場　
綴
子
公
民
館

講
師　
藤
島
康
一 

氏

参
加
費　
無
料　
／　
定
員　
15
人

　
郷
土
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
先
生

の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
歌

い
、
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
の
春
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。　

期
日　
３
月
29
日(

土)

時
間　
開
演
13
時
30
分

会
場　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

入
場
料　
無
料

～高校生書道パフォーマンス＆現代詩のつどい～

～葛黒火まつりかまくら～

歌声あふれる学習会歌声あふれる学習会

　合川ことぶき大学冬期学習会が、１月29日に合
川公民館で開催され、45人の学生が参加し、歌を
通した学習を楽しみました。
　はじめに北秋田市在住のシンガーソングライター
・本城奈々さんが、今年開催される国民文化祭に向
けての講話とミニコンサートを開き、「バターもちの
うた」やオリジナル曲などを披露しました。
　続いて、合川東小学校歌声クラブの児童と、コー
ルつくしんぼによる合唱が行われ、手話を交えなが
ら心を込めた歌声が響きわたりました。合川東小学 　▲ステージ上の児童と紙テープでつながる学生

校の校歌を聞き、自分でも口ずさみながら昔を懐か
しむ学生も多くいました。～合川ことぶき大学「冬期学習会」～

　

綴
子
公
民
館
公
開
講
座

申
問
　
　

 

綴
子
公
民
館
☎
62‐

１
４
７
２

芸
能
は
、
獅
子
踊
り
、
駒
踊
り
、
奴
踊

り
で
す
。
由
来
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
て
、

佐
竹
侯
が
常
陸
か
ら
秋
田
へ
国
替
え
さ

れ
た
と
き
、
家
臣
が
君
主
を
慰
め
る
た

はな こと は ひび たましい

　

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

申
問
　
　

 

浜
辺
の
歌
音
楽
館
☎
72‐

３
０
１
４

　▲荒瀬獅子踊り

　

２
月
８
日
に
行
わ
れ
た
高
校
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
３
月
５
日（
水
）〜
10
日（
月
）

場
所　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
市
民
公
開
講
座
「
合
川
ろ
ば
た
講
座
」

の
３
回
目
を
開
講
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
12
日(

水) 

13
時
30
時
〜
15
時

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
中
世
に
お
け
る
阿
仁
」

講
師　
合
川
地
方
史
研
究
会

　
　
　
顧
問　
福
岡
龍
太
郎 

氏

参
加
費　
無
料　
※
申
し
込
み
不
要

日
時　
３
月
14
日(

金) 

14
時
〜
15
時
30
分

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
わ
か
ち
愛
の
こ
こ
ろ
と
ご
近

　
　
　
　
所
力
を
確
か
め
る
」

講
師　
鳥
居
一
頼 

氏

　
　
　
（
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費　
無
料　
／　
定
員　
50
人

　
合
川
公
民
館
公
開
講
座

　
「
第
３
回
合
川
ろ
ば
た
講
座
」

申
問
　
　

 

合
川
公
民
館
☎
78‐

２
１
１
４

　
森
吉
公
民
館
公
開
講
座

　
「
鳥
居
先
生
の
ハ
ー
ト
フ
ル
講
話
会
」

申
問
　
　

 

森
吉
公
民
館
☎
72‐

３
２
５
９

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
展
示

申
問
　
　

 

生
涯
学
習
係
☎
62‐

１
１
３
０

と
り
い

か
ず
よ
り


